
 滋賀県甲賀市信楽町　まちなか会場、陶芸の森会場、MIHO MUSEUM、地域会場会場

－

信
楽
流
お
も
て
な
し

－「
自
然
・
陶
・
茶
」

Sh
igaraki Style

 H
o

sp
itality N

atu
re

,C
e

ram
ics, an

d
 T

e
a

S h i g a r a k i  A r t  F e s t  i v a l  2 0 1 6

2016.10.1.Sat.→10.23.Sun.

第 3 回

▪信楽まちなか芸術祭������� Ｐ４–5
▪�中学生の自転車損害賠償保険等の�
加入費用補助���������� Ｐ7
▪�甲賀市長選挙投票日�������� Ｐ7
▪元気なまちかど�������� Ｐ１０–１１
▪情報のまど���������� P１４–１７

10
平成28年
（2016年） 1

Photo: 信楽まちなか芸術祭（関連記事は４−５ページ）

人
 自

然
 輝

きつづける　あい甲賀 甲
賀

市

地場産業で
� まちを元気に

No.271

P2-3



　
長
い
歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ
た

信
楽
焼
は
本
市
が
誇
る
地
場
産
業

と
し
て
、
地
域
経
済
を
支
え
て
き

ま
し
た
。
そ
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
は
本
市
の
未
来
を
創
造
す
る
う

え
で
不
可
欠
で
す
が
、
安
価
な
外

国
産
陶
磁
器
に
押
さ
れ
る
な
ど
し

て
、
信
楽
焼
の
生
産
額
は
年
々
落

ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
海
外
販
路
の

開
拓
や
、
他
の
産
地
に
は
な
い

画
期
的
で
新
た
な
ヒ
ッ
ト
商
品
の

開
発
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
３
年
に
一
度
開
催
さ
れ

る
「
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
」
で
、

国
内
外
へ
陶
都
信
楽
の
魅
力
を
発

信
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
ス
ペ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
た
世
界
有
数
の
料
理
の
学
会

に
、
料
理
を
引
き
立
た
せ
る
た
め

の
器
と
し
て
信
楽
焼
を
出
展
し
、

世
界
的
に
有
名
な
シ
ェ
フ
か
ら
注

目
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
反
響
を

呼
び
ま
し
た
。
今
後
も
、
海
外
市

場
で
の
安
定
し
た
流
通
の
獲
得
を

め
ざ
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を

目
的
と
し
て
、
全
国
募
集
枠
に
よ

り
信
楽
高
等
学
校
へ
入
学
し
た
生

徒
の
支
援
や
、
陶
業
関
係
の
職
を

め
ざ
す
修
学
者
に
対
す
る
修
学
資

金
貸
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
信
楽
焼
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
独

自
性
を
打
ち
出
し
、
売
れ
る
物
づ

く
り
を
支
援
す
る
こ
と
で
担
い
手

育
成
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

信
楽
焼

薬
業

農
林
業

地
場
産
業
で

�
ま
ち
を
元
気
に

　
本
市
に
は
、焼
き
物
、薬
、お
茶
な
ど
、市
外
に
誇
れ
る
地
場
産
業
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
地
場
産
業
の

振
興
は
地
域
経
済
対
策
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
人
口
減
少
対
策
と
し
て
大
変
重
要
で
あ
り
、元
気
な
ま
ち

づ
く
り
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
甲
賀
の
國
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
資
源
を
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
新
た
な
価
値
や
魅
力
を
見
い
だ
し
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
す
こ
と
で
、

ま
ち
の
持
続
的
な
発
展
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

海
外
販
路
の
開
拓
や

新
商
品
開
発
を
支
援

稼
ぐ
力
が
強
い

地
域
基
盤
産
業
へ

６
次
産
業
で
所
得
向
上

地
域
林
業
の
再
生・強
化

　
本
市
は
滋
賀
県
を
代
表
す
る
薬

業
の
ま
ち
と
し
て
発
展
し
、
そ
の

生
産
額
は
県
全
体
の
９
割
に
も
の

ぼ
り
ま
す
。
市
内
に
は
多
く
の
医

薬
品
関
連
企
業
が
立
地
し
、
税
収

と
雇
用
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
薬
業
界
で
は
、

配
置
売
薬
の
需
要
の
減
少
や
、
規

制
緩
和
に
よ
る
販
売
形
態
の
変
化

　
近
年
、
農
業
を
取
り
ま
く
環
境

は
厳
し
く
、
米
価
や
茶
価
の
下
落

な
ど
に
よ
り
、
農
業
所
得
が
低
迷

し
、
後
継
者
不
足
や
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
農
業
者
が
連
携
し
て
生

産
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
を
行
う

６
次
産
業
化
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
加
工

品
を
生
産
し
て
「
甲
賀
野
菜
」
の
ブ

に
よ
る
価
格
競
争
と
い
う
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
総
務
省
が
甲
賀
市
を

対
象
に
「
地
域
の
基
盤
産
業
強
化

の
た
め
の
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
は
地
方
創
生
に
お

い
て
重
要
と
な
る
地
域
の
基
盤
産

業
を
強
化
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

　

薬
業
は
、「
稼
ぐ
力
」
が
大
変

強
い
産
業
で
あ
る
こ
と
が
統
計

ラ
ン
ド
力
を
市
内
外
に
発
信
し
な
が

ら
、
経
営
の
安
定
と
所
得
の
向
上
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
県
茶
道
指
導
所
で
進
め
ら
れ
て

い
る
花
の
香
り
を
売
り
に
し
た
新

た
な
近
江
の
茶
の
開
発
も
茶
業

支
援
の
一
つ
で
す
。
こ
の
成
果
を

地
場
産
業
の
伝
統
に
生
か
し
な
が

ら
、
輸
出
も
視
野
に
新
し
い
商
品

の
生
産
や
販
売
に
よ
る
所
得
の
安

定
を
支
援
し
ま
す
。

デ
ー
タ
か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、「
く
す
り
の
ま

ち
甲
賀
」
と
し
て
の
、
ブ
ラ
ン
ド

価
値
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
本

市
の
伝
統
的
な
配
置
売
薬
の
シ
ス

テ
ム
を
生
か
し
た
振
興
施
策
を
打

ち
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
漢
方
薬
の

原
料
と
な
る
薬
用
作
物
の
産
地
化

へ
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
薬
業
界
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
な
が
ら
、
担
い
手
の
育
成
と
知

識
・
技
術
の
高
度
化
や
販
路
開
拓

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

林
業
で
は
、
国
産
材
の
価
格
低

迷
に
伴
い
、
管
理
さ
れ
ず
に
放
置

さ
れ
た
山
林
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
山
の
恵
み
や
価
値
を

見
直
す
取
り
組
み
と
し
て
、「
甲

賀
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
結
果
、
間
伐
材
出
荷
者
に
地
域

通
貨
を
発
行
し
て
地
域
で
の
消
費

拡
大
と
域
内
経
済
の
活
性
化
に
効

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
公
共
建
築
物
に
お
け

る
地
元
産
材
の
活
用
を
進
め
、
地

域
林
業
の
再
生
と
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

信楽焼振興協議会　

� 会長　松
まつ も と

本　洋
よう い ち

一さん

滋賀県薬業協会
�会長　大

お お は し

橋　淳
じゅん

一
い ち

さん

滋賀県農業技術振興
センター茶業指導所

専門員

� 和
わ だ

田　義
よし ひ こ

彦さん
� 志

し わ

和　将
まさ か ず

一さん
　地場産業としての信楽焼ブ
ランドを未来に継承していくた
めには安定した経営を確保し、
後継者を育成しなければなり
ません。
　そのために、昨年度から海
外で実施している食とあわせた信楽焼を紹介する取り組
みを継続し、国内外の市場にしっかりとつなげていく販
路拡大が重要と考えています。
　また、信楽にいる若い陶芸家の新しい感性を大切にし、
それを新商品の開発につなげることも大切です。担い手
を支援し、一部の商品だけが潤うのでなく信楽の陶業全
体が活性する商品の開発や事業者間の連携を進めてまい
ります。

　薬業は、皆さんにとって最も大事な健康に必要不可
欠な産業です。健康な方がますます健康になってもら
うための業界であり、健康のサポート役でもあります。
　薬の販売形態の変化により消費者の購入方法も変
化し、配置売薬の需要は減少しています。高齢化社
会を見据えると、薬を買う際に対面して丁寧な説明を
受けてから購入できる配置売薬には大きな強みがあ
り、新たな仕組みを考える価値はあると思います。
　これからの薬業界は、国
内外の販路拡大に加えて、
商品開発をするための人材
育成も必要となってきます。
若い人材を地場産業の会社
へ雇用することで業界の活
性化を図ってまいります。

　甲賀市は近江の茶の約９６％を生産する産地ではあり
ますが、近年の茶価の下落により所得が十分に得られ
ないことが後継者不足にもつながっています。
　これからも煎茶やかぶせ茶が販売の軸になりますが、
茶農家の所得を向上させるためには消費者の多様な
ニーズに応える商品の幅を広げることが必要だと考え
ています。
　茶業指導所では茶葉が備えている香りの成分に着目し、
花の香りのお茶を作り出そうとしています。今後は生産
者がこのお茶の製造に負担なく取り組める研究も進め、
市場の拡大による茶業の活性化を支援してまいります。
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信楽まちなか芸術祭インフォメーションセンター
☎７０-２３７６／ ７０-３３９３／ HP  http://shigaraki-fes.com

問い合わせ

101土～23日
　３年に１度の「信楽まちなか芸術祭」が、秋の信楽を舞台に本日
から２３日間開催されます。
　今年は、伝統的なものから新しいものまで数々のやきものと
出会える場を、まちなかにある各展示会場で創出します。また、
信楽地域の特産品とやきものとのコラボレーション企画なども行い、
信楽らしい「おもてなし」で皆さんをお迎えします。今回は、
各会場の見どころをご紹介します。

Shigaraki Art Festival 2016

→

田代地区
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まち全体が舞台です。

第3回

A
MAP

B
MAP

C
MAP

D
MAP

ま
ち
な
か
会
場

陶
芸
の
森
会
場

　
ま
ち
な
か
会
場
で
は
、今
回
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る「
信
楽
物
語
」

「
あ
つ
ま
れ
!!
み
ん
な
の
植
木
鉢
」が
催
さ
れ
ま
す
。

　
他
に
も
ま
ち
な
か
を
散
策
し
て
楽
し
め
る
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
ま
す
。

◦
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る「
信
楽
物
語
」

　
窯
元
散
策
路
の
各
所
で
陶
芸
家
、あ
る
い
は
現
代
美
術
の
作
家
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の「
信
楽
の
物
語
」を
テ
ー
マ
に
作
品
で
表
現
し
ま
す
。

◦
あ
つ
ま
れ
!!
み
ん
な
の
植
木
鉢

　
作
家
や
窯
元
を
は
じ
め
、ま
ち
の
皆
さ
ん
に
制
作
し
て

い
た
だ
い
た
植
木
鉢
を
展
示
し
ま
す
。

◦
ぶ
ら
り
窯
元
め
ぐ
り（
工
房
見
学
）

◦
信
楽
伝
統
産
業
会
館「
信
楽
の
今
」展　

　
10
月
1
日（
土
）～
25
日（
火
）

◦
第
63
回
信
楽
陶
器
ま
つ
り

　
10
月
8
日（
土
）～
10
日（
月・祝
）

◦
第
84
回
信
楽
陶
器
総
合
展

　
「
S
H
I
G
A
R
A
K
I 

S
T
Y
L
E
暮
ら
し
を
愉
し
む
や
き
も
の
」

　
9
月
24
日（
土
）〜
10
月
23
日（
日
）

◦
滋
賀
県
立
陶
芸
の
森　
陶
芸
館
特
別
展「
珠
玉
の
湖
東
焼
」

　
10
月
1
日（
土
）〜
12
月
11
日（
日
）

◦
第
21
回
セ
ラ
ミ
ッ
ク・ア
ー
ト・マ
ー
ケ
ッ
ト
in
陶
芸
の
森

　
10
月
8
日（
土
）～
10
日（
月・祝
）

◦
こ
う
か
商
工
ま
つ
り
2
0
1
6　
10
月
16
日（
日
）10
時
～
16
時

多羅尾会場
◦多羅尾代官陣屋跡プロジェクト
　１０月１日（土）～１１月３０日（水）
　会場：多羅尾代官陣屋跡
　　　  多羅尾公民館
雲井会場
◦紫香楽宮「都あかり」
　１０月２１日（金）～２２日（土）
　会場：隼人川みずべ公園、甲賀寺跡
◦紫香楽宮歴史講演会　１０月２３日（日）
　会場：黄瀬交流館さらら
朝宮会場
◦「日本茶の源流」探訪ツアー　１０月２２日（土）
　会場：朝宮茶茶園ほか
勅旨会場
◦勅旨のおもてなし　１０月１日（土）～２３日（日）
　会場：勅旨地域各所

◦秋季特別展「ムガール皇帝とマハラジャの宝
石カタール・アル サーニ・コレクション」
　　　　　「美し（うまし うるはし）乾山　四季彩菜」
　10月1日（土）～12月11日（日）10時〜17時（入館16時まで） 
※月曜日休館（※10/10開館、10/11休館）

▲あつまれ！！みんなの植木鉢

▲多羅尾代官陣屋跡

▲窯元の作陶風景

▲「信楽の今」展

▲信楽物語　中村裕太作
　「日本陶片地図」

▲SHIGARAKI STYLE暮らしを愉しむやきもの

地域会場

MIHO MUSEUM会場

同時開催

会場
MAP

『
信

楽
ま

ちなか芸術祭』の情報はこれで

公式ガイドブック
を販売

ＦＭしがらきＯＮＡＩＲ

　見どころやおもてなし店舗
が凝縮されたガイドブックを
100 円で販売します。

　インフォメーションセンターにＦＭ局を開局し、
イベント情報を発信します。（７７．５MHz）
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甲
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　
☎
６
５‐０
６
６
７
／

６
３‐４
５
６
１

問
い
合
わ
せ

　平成２８年４月１日に「農業委員会等に関する法律」が改正され、農業委員会は、農地法等の業務以外に農地利用
の最適化という新たな業務が法定業務となりました。
　また、改正に伴い、農業委員の定数（現在３７人）は半数程度に削減されますが、新たに、地域における農地
利用の最適化を推進する農地利用最適化推進委員を設置します。
　主に合議体としての意思決定を行う農業委員と、地域での活動を主とする農地利用最適化推進委員が連携し、
農地等の利用の最適化を推進するものです。

農業委員会制度が変更されました

農業委員会事務局　☎６５-０７１７／ ６３-４６０１
問い合わせ

 変更のポイント
①「農地利用の最適化の推進」業務強化
　担い手への農地等の集積・集約化、遊休農地の発
生防止・解消、新規参入の促進等に関する業務を積極
的に取り組みます。

②農業委員の選任方法等の変更
　公選制を廃止し、市長が議会の同意を得て任命し
ます。
※�任命にあたってはあらかじめ、地域の農業者や農業

団体へ推薦を求め、公募を行います。

※�構成は、過半数を認定農業者とし、農業者以外で中
立的な立場の方を含めます。また女性や青年ついて
も積極的に登用します。

③農地利用最適化推進委員の選任方法
　あらかじめ定めた担当地域ごとに推薦や公募を行い、
農業委員会が委嘱します。

 新体制への移行期日
　次期委員の任期が始まる、平成２９年７月２０日からです。

包
括
外
部
監
査
と
は

　
包
括
外
部
監
査
と
は
、従
来
の
監
査
委

員
に
よ
る
監
査
制
度
と
は
別
に
、地
方
公

共
団
体
が
そ
の
組
織
に
属
さ
な
い
外
部
の

専
門
家（
弁
護
士
、公
認
会
計
士
等
）と
契

約
を
締
結
し
て
、特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

監
査
を
受
け
る
も
の
で
す
。

　
初
回
と
な
る
今
年
度
は
、公
認
会
計
士

の
野の

口ぐ
ち

真し
ん
い
ち一
氏
を
包
括
外
部
監
査
人
と
し

て
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

県
内
市
町
で
初
の
条
例
化

　
包
括
外
部
監
査
は
、都
道
府
県
と
指
定
都

市
、中
核
市
に
は
地
方
自
治
法
で
実
施
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
以
外
の
市

町
村
は
、条
例
を
定
め
た
場
合
に
の
み
実
施

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。市
で
は
、財

務
の
透
明
性
確
保・向
上
を
図
り
、ま
た
、コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
を
し
っ
か
り
と
機
能

さ
せ
な
が
ら
市
政
運
営
を
よ
り
確
か
な
も
の

と
す
る
た
め
、義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
県

下
の
市
町
で
初
め
て
平
成
27
年
10
月
に「
甲

賀
市
包
括
外
部
監
査
条
例
」を
制
定
し
、今

年
度
か
ら
包
括
外
部
監
査
を
実
施
し
ま
す
。

監
査
テ
ー
マ
の
決
定
と
実
施

　
監
査
テ
ー
マ
は
、包
括
外
部
監
査
人
が

予
備
調
査
に
基
づ
き「
市
税
等
歳
入
の
賦

課
及
び
徴
収
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ

い
て
」と
決
定
し
ま
し
た
。

　
選
定
理
由
は
、「
高
齢
化
が
進
み
、福
祉

に
必
要
な
経
費
が
年
々
増
加
す
る
な
か

で
、歳
入
を
し
っ
か
り
と
確
保
す
る
こ
と
は

重
大
な
課
題
で
あ
り
、そ
の
な
か
で
も
市

税
等
を
適
切
に
賦
課
お
よ
び
徴
収
す
る
こ

と
は
負
担
の
公
平
を
図
る
た
め
に
も
重
要

と
な
る
こ
と
」に
よ
り
ま
す
。

　
今
後
、包
括
外
部
監
査
人
は
、監
査
委
員

と
調
整
を
行
い
な
が
ら
、監
査
テ
ー
マ
に

基
づ
き
、関
係
課
に
対
し
て
監
査
を
行
い

ま
す
。

　
監
査
の
結
果
報
告
書
は
、包
括
外
部
監

査
人
か
ら
、市
議
会
、市
長
お
よ
び
監
査
委

員
な
ら
び
に
関
係
す
る
委
員
会
等
へ
提
出

さ
れ
ま
す
。

財
政
課　
財
政
係

☎
６
５‐０
６
７
６
／

６
３‐４
６
５
４

問
い
合
わ
せ

さ
ら
な
る
財
務
の

�

透
明
性
向
上
の
た
め
に

包括外部
監査を
実施

●補助内容
　市内在住の中学生を対象とした保険加入に対し
て、保護者からの申請に基づき、今年度加入された保
険費用の一部または全部を補助金として交付します。
●補助金額　一世帯に対し年額１，０００円
　※但し、保険料が１，０００円未満の場合はその金額
●申請書類
　１．申請書
　◦市内各中学校を通じて配布
　◦市ホームページからでもダウンロードできます。
　２．加入保険証書の写し（保険支払金額のわかるもの）
■受付場所
　市立各中学校または学校教育課（甲南庁舎）

■申請受付期間
　平成２９年３月３１日（金）まで（土・日曜、祝日を除く）
　制度の詳細は、下記へお問い合わせください。
　市ホームページでもご覧いただけます。

中学生の自転車損害賠償保険等の加入費用を補助
　県では、「滋賀県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」が平成２８年２月２６日に施行され、自転
車利用者に対して、「自転車損害賠償保険等」への加入が１０月１日から義務化されます。
　市では、通学や部活動など、自転車の利用頻度の高い中学生に対して、保険等の加入費用を補助します。

学校教育課　☎８６-８０１９／ ８６-８３８０
問い合わせ

▪
募
集
人
数　
2
人
以
内

▪
応
募
資
格

　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、満
20
歳
以

上（
平
成
28
年
4
月
1
日
現
在
）の
方

▪
委
員
の
職
務　
都
市
計
画
審
議
会
条
例

第
2
条
の
規
定
に
基
づ
く
調
査
審
議

▪
委
員
の
任
期

　
平
成
28
年
12
月
1
日
か
ら
平
成
30
年
11

月
30
日
ま
で
の
2
年
間（
予
定
）

▪
募
集
要
項
お
よ
び
応
募
方
法

　

募
集
要
項
は
、都
市
計
画
課
に
備
え
付

け
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

応
募
は
、規
定
の
申
請
様
式
に
必
要
事

項
等
を
記
入
の
う
え
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
、持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
左
記
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
応
募
期
間　
10
月
3
日（
月
）～
17
日（
月
）

◆
告
示
日　
10
月
９
日（
日
）

・
立
候
補
者
数
が
定
数
を
超
え
な
い
場
合

は
、無
投
票
と
な
り
ま
す
。

◆
投
票
日　
10
月
16
日（
日
）

●
今
回
の
選
挙
の
留
意
点

▼�

次
の
投
票
区
は
投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

・
第
２
投
票
区　
春
日
集
会
所

・
第
15
投
票
区　
貴
生
川
小
学
校 

多
目
的
室

・�

第
17
投
票
区　
杣
中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
杣
の
郷

・
第
53
投
票
区　
甲
賀
も
ち
ふ
る
里
館

▼�

水
口
地
域
の
期
日
前
投
票
所
は
、水
口
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

福
祉
ホ
ー
ル
で
す
。

▼�

投
票
日
当
日（
10
月
16
日
）ま
で
に
転
出

さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

▼�

不
在
者
投
票
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、

お
早
め
に
請
求
を
お
願
い
し
ま
す
。10
月

７
日
か
ら
必
要
書
類
を
発
送
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

都
市
計
画
審
議
会
委
員
を
募
集

10
月
16
日（
日
）は
、甲
賀
市
長
選
挙
・

甲
賀
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日
で
す

　
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
市
が
計
画
す
る
ま
ち
づ
く
り
対
す
る
調
査・審
議
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
市
の
代
表
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
貴
重
な

一
票
を
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

甲
賀
市
建
設
部
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

〒
５
２
８‐８
５
０
２
（
郵
便
番
号
の
み

で
、
住
所
の
記
載
は
不
要
で
す
。）

☎
６
５‐０
７
１
９
／

６
３‐４
６
０
１

koka10401000@
city.koka.lg.jp

問
い
合
わ
せ・提
出
先
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キ
ャ
ラ
バ
ン・メ
イ
ト
受
講
対
象
者

　
次
の
❶
～
❺
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
す
と
と
も
に
、年
間
10
回
程

度
を
目
安
に（
最
低
実
施
数
3
回
）、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行

う
こ
と
の
で
き
る
方
。

❶�

認
知
症
介
護
指
導
者
養
成
研
修
終
了
者

❷�

認
知
症
介
護
実
践
リ
ー
ダ
ー
研
修（
認
知

症
介
護
実
務
者
研
修
専
門
課
程
）終
了
者

❸
介
護
相
談
員

❹�

認
知
症
の
人
を
対
象
と
す
る
家
族
の
会

❺�

右
の
❶
～
❹
に
準
ず
る
と
市
が

認
め
た
方（
❺-

1
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
後
、地
域

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る

方
、❺-

2
介
護
施
設
従
事
者
等
）

日
時 

11
月
25
日（
金
）9
時
～
16
時
30
分

場
所 

水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
福

祉
ホ
ー
ル
）

内
容 

認
知
症
を
理
解
す
る
、認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
、認
知
症
の
方

や
家
族
を
地
域
で
支
え
る
方
法

受
講
料 

無
料

定
員 

お
お
む
ね
先
着
30
人

定
員
に
達
し
た
場
合
は
申
込
期
間
中

で
も
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
期
間 

10
月
3
日（
月
）～

28
日（
金
）　
平
日
9
時
～
17
時

申
し
込
み
先

甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
６
２‐８
１
３
７
／
６
３‐５
４
４
０

甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会　
☎
６
２‐８
１
３
７
／

６
３‐５
４
４
０

長
寿
福
祉
課　
☎
６
５‐０
６
９
９ 

／

６
３‐４
０
８
５

問
い
合
わ
せ

　
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン・メ
イ
ト
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
の

で
、受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
要
件
を
ご
確
認
の
う
え
、お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
「
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン・メ
イ
ト
」と
は
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー（
※
）

の
養
成
講
座
で
講
師
役
を
務
め
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

※�「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」は
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
講
後
、認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン・メ
イ
ト
を
募
集

～
養
成
講
座
に
ご
参
加
を
～

　発達障がいなど、大人から見ると育てにくかったり、心配なことが多い子どもの子育てに悩む保護者の皆さん、「気に
なる行動」の背景にある発達の特徴やこころの動きを知り、子どもとの付き合い方を一緒に学びましょう。発達障がい
の診断のある子どもの保護者の方はもちろん、診断はないけれど、「育てにくい」「心配なことが多い」などと感じておら
れる保護者の方もぜひ、ご参加ください。

発達支援課のスタッフがお話しします。
日時  いずれも９時30分～12時
　第１回 10月21日(金)　「子どもの発達の特徴を知ろう」
　第２回 11月 ４日(金)　「子どもとの付き合い方」
　第３回 11月18日(金)　「家庭での取り組み」
　第４回 12月１４日(水)　「気になる行動・困った行動への対応」
対象  4～5歳児(園の年中、年長)の保護者

場所  市役所 甲南庁舎２階大会議室
事前申込　必要
申込締切　10月14日(金)　
※できるだけ全回、通してご参加ください。
※�講座の前後に実際に家庭で取り組んで

いただく宿題をお願いすることがあり
ます。

　3回の講座を通して、お子さんの特性をより深く理解し、具体
的な関わりについて学びます。
講師
　井

い

深
ぶか

允
のぶ

子
こ

先生（元発達障害者支援センターいぶきセンター長）
日時  いずれも10時～12時
　第１回 10月28日(金)　「子どもの特性理解」
　第２回 1１月11日(金)　「課題解決のための取り組み」
　第３回 12月16日(金)　「取り組みの振り返りとこれからのこと」
対象  発達障がいの診断の有無は問いませんが、｢発達障がいの
特性がある｣と感じている小中学生の保護者が対象です。

甲賀市発達障がい児を持つ親の会「ここ
ろ♡はなまる」と甲賀市との市民協働事
業です。
�

《こころ♡はなまる》
こじか教室(療育教室)で出会った保護者
たちで結成した、発達障がい児を持つ親
の会です。勉強会、親子遠足、啓発目的の
研修会などの活動を行っています。

幼
児
期
編

参加無料

小
中
学
生
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
編

発達支援課　☎８６-８４２２／ ８６-８３８０
問い合わせ・申し込み

子どもの個性に合わせた子育てのための連続講座いい
情報交

流広場

となりまちとなりまち
伊賀市伊賀市伊賀市伊賀市

vol.vol.

6868ここかか
亀山市亀山市亀山市亀山市

甲賀市甲賀市甲賀市甲賀市

　街中には行灯が並べられ、伊賀の歴史情緒あふれ
る建物がライトアップされるほか、あたたかい灯り
のアート作品と美しく華やかな生け花で彩る「灯り
と華のプロムナード」や国史跡旧崇広堂での「華灯
りLIVE」など、さまざまなイベントが開催されます。
また、期間中は好みの飲食店で食べ歩きができる「城
下町バル」も行われ
ます。
　美しい灯りでつな
ぐ城下町の風情をお
楽しみください。
�
と 　 き　�10月8日（土）～10日（月・祝）�  

※�イベントにより開催日時が異なります。 
詳しくは伊賀市観光公式サイトをご覧
ください。

アクセス　伊賀鉄道「上野市」駅下車すぐ
問 合 先　�「伊賀上野灯りの城下町」実施委員会（上野商

工会議所観光部会内）　☎0595-21-0527� 
伊賀市商工労働課�  
☎0595-22-9669／ 0595-22-9628

東海道関宿街道まつり 伊賀上野灯りの城下町

～往時のにぎわいを再現～ ～灯りで彩る城下町～
亀山市 伊賀市

　東海道五十三次
の47番目の宿場
町として栄えた東
海道関宿で、毎年
11月に行われる

「東海道関宿街道
まつり」。
　国の重要伝統的
建造物群保存地区
や日本の道百選に
選ばれた町並みの
なか、大名行列を
含む宿場大行列や特産品の販売など盛りだくさんの
イベントです。
�
と 　 き　�11月6日（日）９時30分～15時（雨天決行）
と こ ろ　�旧東海道関宿の街道一帯
アクセス　�ＪＲ「関駅」下車徒歩５分
問 合 先　�東海道関宿街道まつり実行委員会事務局 

（市民文化部関支所観光振興室内）�  
☎0595-96-1215

行政情報番組 きらめきこうか

学習情報番組
とびだせ！わくわく学習室

番組
ガイド

番組
ガイド

市政情報や地域の催しなどを放映しています。
ぜひご覧ください。

（※あいコムこうか光テレビ１１チャンネルの有料契約が必要となります）

　小学生を対象にした学習情報番組を、あい
コムこうか１１チャンネルで放送しています。
各学年・教科のポイントを、わかりやすく１０
分ずつまとめています。ぜひご覧ください。

コーナー名  
放映日 １０月１日～１０月８日 １０月８日～１０月１５日

ふるさと甲賀
歴史探訪 神君と伊賀越え －

とびだせ！
ワクワク放送室 山内小学校 甲賀中学校

エンディング 大野保育園
ひよこぐみ

大原にこにこ園
くまぐみ

放送日 ９月２６日～１０月２日 １０月３日～１０月９日 １０月１０日～１０月１６日

①10分 ６年生・理科 ６年生・国語 １年生・国語
てこのはたらき 熟語の構成を考えよう！ かんじのはじまり

②10分 ２年生・算数 １年生・生活 ３年生・算数
かけ算九九づくり あきとふれあおう 分数

③10分 ４年生・社会 ５年生・理科 ５年生・社会
ゴミの処理と利用 台風と天気の変化 自動車の部品をつくる工業

【平日／１日8回放送】�１０時・１３時・１５時３０分・１７時・１８時３０分・２０時３０分・２２時・
２３時３０分

【休日／１日7回放送】１０時・１３時・１５時３０分・１７時・２０時・２２時・２３時３０分

【時間】１７時３０分～１８時（３０分間）
　　　 （再放送　１９時３０分～２０時）

問い合わせ 広報課　☎６５‐０６７５／ ６３‐４６１９

問い合わせ 学校教育課　☎８６-８０２０／ ８６-８３８０

※�番組は、毎週土・水曜日１８時３０分に更新しています。都合により番組
内容を変更する場合があります。

伊賀市観光
公式サイト
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であいこうか DEAI 　
KOKA

 I N T E R V  I E W

▶�高校でも野球を続けますか？
　高校では、軟式野球ではなく
硬式野球に挑戦したいです。県
内には女子硬式野球部がないの
で、女子硬式野球部がある県外
の高校に進学したいと思ってい
ます。今まで試合や送迎で支え
てくれた家族とは離れるけれど
も、自分が好きな野球を自分が
決めた道で歩みたいという気持
ちでいっぱいです。

野球が好きを貫きます

滋賀マイティーエンジェルス� �
水口中３年 
� 鳥

と り も と

本梨
り り

々花
か

さん

▲遊撃手として守る鳥本さん▲バッターボックスで構える鳥本さん

　今回は、女子中学生全国制覇を目標に２０１０
年に結成された県内唯一の女子軟式野球チーム
「滋賀マイティーエンジェルス」で主将を務めて
いた鳥本さんにお話を伺いました。今夏も近畿
大会を突破し、見事全国大会に出場されました。

▶�中学生で他のスポーツやソフトボールに
転向せず、軟式野球を続けたのは？

　小学生の女子選抜チーム『滋賀あみんちゅ
ガールズ』で活動していた時から『滋賀マ
イティーエンジェルス』　との交流があり、
中学でも軟式野球を続けることしか考えて
いませんでした。練習は、土・日・祝に野
洲の河川敷グラウンドで行い、雨や雪が降っ
ても橋梁の下で練習しました。厳しさの中
にもお互いを励まし合いながら３年間いい
仲間たちと活動することができました。

▶�野球をはじめたきっかけは？
　兄が野球をしており、同じチームで父も指導
者をしていたことから、野球が小さい頃から身
近にある遊びの
ひとつでした。兄
の練習や試合は、
家族が集う場でも
あったので、自然
と野球をはじめ、
野球が大好きにな
りました。

　

外
国
人
と
一
緒
に
学
ぶ
防
災
教
室
が
９
月
11
日
、
水
口
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
市
内
在
住
の
イ
ン
ド
や
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ

ル
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
出
身
の
外
国
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
が
主
催
し
た
も
の

で
、
外
国
人
向
け
防
災
グ
ッ
ズ
講
座
の
ほ
か
、
防
災
マ
ッ
プ
を

使
用
し
自
分
の
住
む
地
域
の
避
難
所
を
確
認
す
る
な
ど
日
本

人
と
一
緒
に
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

外
国
人
の
方
に
は
「
避
難
勧
告
」「
避
難
指
示
」
と
い
う
言

葉
を
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
で
す
。今
後
、協
会
で
は
、「
や

さ
し
い
日
本
語
」
に
よ
る
防
災
教
室
を
開
催
し
、
国
籍
に
関
係

な
く
災
害
時
に
対
応
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
る
予
定
で
す
。

No.1

　登り窯を会場とした古本市が９月１１日、信楽町の窯
元で開催されました。
　この催しは、地域のお店などの軒先を借りて家など
で不要になった本をひとつの箱に詰め込んで持ち寄る
「一箱古本市」と言われる本のフリーマーケットで、市
内で初めて行われました。
　登り窯の横に設置された会場には、老若男女を問わ
ず、本を探して県外からもたくさんの方が訪れました。
店主や来場者は、信楽らしい風情のある風景の中で交
流も楽しんでいました。
　１０月２２日・２３日にはヴォーリス建築の旧水口図書館
でも開催されます。水口会場でも本がつなぐ出会いを
お楽しみください。

　女性の活躍をより一層推進するための講座「輝く
女性のためのセミナー」が９月７日、サントピア水口
で開催され、５９人の女性が参加しました。
　講座では、やる気や能力、行動力を引き出すコー
チングや、時間管理が上手になる整理整頓方法など、
自分の夢を実現するための術について紹介されました。
　講座の最後には、参加者おのおのが将来の自分
を輝かせるための取り組みを宣言しました。参加者
は、「声を出して他の人に聞いてもらうだけで、一
歩を踏み出せたような気がします」と意識の変化を
感じていました。

　
ア
イ
の
生
葉
染
め
が
９
月
３
日
、
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
イ
の
葉
は
、
昔
か
ら
藍
染
め
の
染
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。参
加
者
は
手
摘
み
し
た
ば
か
り
の
生
葉
を
ミ
キ
サ
ー

に
か
け
て
染
色
液
を
作
る
と
、
布
に
模
様
を
つ
け
る
た
め
の
ビ
ー

玉
や
輪
ゴ
ム
を
巻
き
つ
け
ま
し
た
。
深
緑
色
の
液
に
し
ば
ら
く

浸
し
た
後
、
広
げ
て
み
る
と
淡
い
緑
色
に
染
ま
っ
た
布
に
線
や

丸
、
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
が
現
れ
ま
し
た
。　

　

参
加
者
は
、
染
色
し
た
布
を
天
日
干
し
し
な
が
ら
「
き
れ
い

な
色
が
つ
い
て
う
れ
し
い
」「
輪
ゴ
ム
や
ビ
ー
玉
で
模
様
が
で
き

る
な
ん
て
お
も
し
ろ
い
」
と
染
め
上
が
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
模
様
の

布
に
満
足
げ
で
し
た
。

本がつなぐ出会い
のぼりがま古本市

私らしく輝く 魔法の授業
輝く女性のためのセミナー

輪
ゴ
ム
や
ビ
ー
玉
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
模
様

ア
イ
の
生
葉
染
め

防
災
に
国
境
は
な
い

外
国
人
と
一
緒
に
学
ぶ
防
災
教
室

▲防災マップで避難所を確認する参加者

▲登り窯を会場とした古本市 ▲セミナーを受講する参加者

▲染め上がった布を天日干しする児童

No.2
No.4

No.3
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東西南北地域市民センター

　　
「
ヘ
キ
サ
ご
ん
」は
今
年
で
２
年
目
の
新
し
い
サ
ー

ク
ル
で
、
今
年
度
は
リ
ー
ダ
ー
の
大お

お
た
に谷

久く

み

こ
美
子
さ

ん
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
廣ひ

ろ

未み

ち

よ
知
世
さ
ん
、
森も

り

田た

幸さ
ち

代よ

さ
ん
の
３
人
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も

サ
ー
ク
ル
活
動
を
支
援
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

初
め
て
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
役
な
の
で
、

「
大
変
で
は
な
い
で
す
か
？
」
と
聞
く
と
「
参
加
し

て
い
る
マ
マ
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
て

い
ま
す
よ
」
と
笑
顔
で
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

話
し
や
す
く
温
か
い
人
柄
の
リ
ー
ダ
ー
が
皆
さ
ん

を
迎
え
て
く
れ
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方
も
ぜ
ひ
気

軽
に
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
原
則
毎
月
第
１
月
曜
日
の

10
時
～
12
時
（
お
弁
当
持
参
で
15
時
ま
で
可
）
に

寺
庄
公
民
館
で
寺
庄
区
在
住
の
未
就
園
児
と
保
護

者
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
９
月
の
取
材
し
た
日
は
、
お
誕
生
日
会
が
あ
り

ま
し
た
。
親
子
で
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
り
、
手

形
足
形
も
取
り
ま
し
た
。
お
う
ち
で
は
、
な
か
な

か
で
き
な
い
こ
と
を
し
て
も
ら
え
る
の
は
う
れ
し
い

で
す
ね
。
朝
来
る
時
に
は
泣
い
て
い
た
子
も
機
嫌

よ
く
遊
び
、
マ
マ
同
士
も
お
喋
り
し
て
楽
し
い
お

誕
生
日
会
の
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
７
月
に
は
、
七
夕
の
笹
飾
り
を
作
っ

て
短
冊
に
願
い
事
を
書
き
、
公
民
館
で
お
琴
や

１
０
０
歳
体
操
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
と
も
一

緒
に
、
短
冊
を
ぶ
ら
下
げ
て
矢
川
神
社
へ
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
竹
の
代
わ
り
に
雨
ど
い
を
使
っ

て
流
し
そ
う
め
ん
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
夏
休
み
の
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
も
来
ら
れ
48

人
が
参
加
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
11
月
に
は
、
近
く
の
甲
南
東
保
育
園
で
の
交
流

会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
園
児
や
先
生
と
一
緒

に
園
庭
で
遊
ん
だ
後
、
公

民
館
で
子
ど
も
の
お
や
つ

試
食
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

健
康
推
進
員
さ
ん
の
体
に

や
さ
し
い
手
作
り
お
や
つ

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
食

育
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く

予
定
だ
そ
う
で
す
。

　
寺
庄
は
、
新
し
い
家
が
た
く
さ
ん
建
ち
、
引
っ
越

し
て
く
る
方
も
増
え
て
い
る
地
域
で
す
。
引
っ
越
し

て
き
た
方
の
中
に
は
、
家
族
や
お
友
達
と
遠
く
離

れ
て
し
ま
っ
た
マ
マ
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
家

の
近
く
に
マ
マ
同
士
が
気
軽
に
集
ま
っ
て
喋
れ
る
場

所
で
、マ
マ
が
楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

お
子
さ
ん
も
き
っ
と
同
じ
よ
う
に
楽
し
い
と
感
じ

て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
サ
ー
ク
ル
に
参
加
す
る
方

や
支
援
し
て
く
れ
る
地
域
の
方
と
一
緒
に
子
育
て

の
大
変
さ
や
不
安
や
悩
み
を
少
し
で
も
共
有
し
て
、

育
児
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
ヘ
キ
サ
ご
ん
」
の
素
敵
な
輪
が
ど

ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
き
ま
す
よ
う
に
。
そ
し
て
、
他

の
地
域
に
も
同
じ
よ
う
に
つ
な
が
れ
る
場
所
が
で

き
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　恒例の杉谷夏まつりが８月６日、杉谷公民館前で開
催されました。まつりでは、８年前から花火が打ち上
げられています。
　花火が夜空に舞い上がるたびにＢＧＭのように歓声
が沸き起こる夏の夜のひとときは、世代に関係なく地
域で大変喜ばれています。
　地域の方が花火を見つめる姿は、健康や安全を祈
り、夢や希望をふくらませるなどさまざまな思いで見
ているように映りました。

　甲賀愛林クラブと大原自治振興会の共催による「上
下流連携の森づくりの集い」が７月３１日、甲賀町神の
大原ダム奥の森林で開催されました。
　集いでは、琵琶湖を水源とする淀川水系の下流に暮
らす大阪府豊中市と源流に暮らす甲賀市から約１８０人
の親子らが参加し、皮剥ぎ間伐や薪割り体験のほか、
カブトムシ捕りなども楽しみました。
　昼食には地元産の米や野菜、イノシシの肉を使った
料理が振る舞われ、自然の恵みを満喫するとともに、
森林の果たす大切な役割を再認識しました。

　
８
月
８
日
か
ら
11
日
の
４
日
間
、
山
内
エ
コ
ク
ラ

ブ
が
中
心
と
な
り
関
西
学
院
大
学
生
の
実
習
を
受
け

入
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
昔
の
農
耕
を
主
と
し
た
家
族
の
食
事
ス

タ
イ
ル
「
箱
膳
」
を
蘇
ら
せ
、
そ
の
利
活
用
を
地
域

創
生
に
役
立
て
よ
う
と
最
終
日
に
は
体
験
ツ
ア
ー
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
体
験
ツ
ア
ー
に
は
、
語
り
部
、
調
理
部
隊
と
地
域

の
方
に
も
参
画
し
て
も
ら
い
、
意
見
交
換
し
た
中
で
、

「
当
た
り
前
だ
っ
た
モ
ノ
・
コ
ト
に
新
発
見
が
あ
る
」

を
確
認
し
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
る

提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
百
歳
体
操
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
上
朝
宮

さ
さ
ゆ
り
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
、
現
在
14
人

で
平
成
26
年
４
月
か
ら
朝
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
８
月
３
日
に
は
、
百
歳
体
操
の
あ
と
、
水

分
補
給
と
交
流
を
兼
ね
て
、
地
元
朝
宮
産
の

和
風
紅
茶
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。

　
「
百
歳
体
操
の
お
か
げ
で
体
も
軽
く
な
り
、

毎
週
水
曜
日
が
楽
し
み
で
す
」
と
喜
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。

　
年
々
参
加
者
も
増
え
、
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「水源の森」で豊かな自然を体感
� ［甲賀大原地域市民センター］

水
文
化
の
ル
ー
ツ
を「
箱
膳
」
の
利
活
用
で
探
る

�

［
山
内
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

百
歳
体
操
の
あ
と
は
、“
和
風
紅
茶
”
で
ひ
と
息

�

［
朝
宮
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

夜空のきらめき
� ［甲南第二地域市民センター］

▲皮剝ぎ間伐を体験する参加者

▲蘇った箱膳料理

▲朝宮の和風紅茶を楽しむ皆さん▲夜空に舞い上がる打ち上げ花火▲お誕生日会で手形を取る子ども

特派員のページ
こうかまちかど特派員

木
き

村
む ら

　三
み な

奈

  ま   ち   か   ど

マ
マ
の
笑
顔
は
、子
ど
も
の
笑
顔
に
つ
な
が
る

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
寺
庄
あ
そ
び
の
広
場
　
ヘ
キ
サ
ご
ん
」

サ
ー
ク
ル
は
、

笑
顔
が
つ
な
が
る
場
所

　
毎
月
第
１
月
曜
日
に
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
寺
庄
あ
そ
び
の
広
場　
ヘ
キ
サ

ご
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。

▲楽しく遊ぶ参加者

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う

毎
月
第
１
月
曜
日
に
楽
し
い
交
流

ヘ
キ
サ
ご
ん　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
代
表

　
岡
部　
智
光　
　
☎
８
６-

３
３
０
９

　
山
本　
三
和
子　
☎
８
６-

３
３
７
４

　
小
寺
澤　
清
子　
☎
８
６-

２
５
１
４

問
い
合
わ
せ
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時  日時  所  場所  内  内容  定  定員  対  対象  持  持ち物  ￥ 料金  講  講師  申  申込先  方  申込方法  受  申込受付日時等  〆  申込締切  問  問い合せ先  他その他

情報のまど
information

相　　談
１人で悩まないで
少年センターにご相談を！
　不登校、いじめ、非行、不良行為、
交友関係、就労・就学　など
時  月曜～金曜（祝日・年末年始を除

く）９時～16時まで　
方  電話・メール
問  少年センター（水口中
央公民館別館２階）�  
☎６２−６０１０�  
 k-syonen@city.koka.lg.jp

相　　談
税理士による税務相談
時  １０月１２日（水）１３時３０分～１６時

３０分（受付１６時まで）
所  水口納税協会　３階　会議室
定  予約制で先着６人（１人約３０分）
￥ 無料　※要申込
問  申  水口納税協会�  
☎６２−１１５１／ ６３−０１７３

出張消費生活相談
　インターネットの普及により新し
い詐欺や悪徳商法、多重債務、架
空請求などの消費者問題の相談に
応じます。
対  消費生活相談員　
※申込不要
時  １０月１８日（火）１３時～１６時
所  土山地域市民センター
問  生活環境課　消費生活センター� 
☎６５−０６８６／ ６３−４５８２

催　　し
しがらき感動体験講座
世界にひとつ！自分だけの紅茶づくり
時  １０月２９日（土）１３時～１６時
所  茶城　藤田園（信楽町上朝宮５４０−１）
内  茶葉を摘みとり紅茶にします。お菓

子とともに紅茶を試飲しましょう。
講  朝宮茶知ろうと研究会　￥ ５００円
対  市内在住または在勤の方
定  先着１０人　〆  １０月２０日（木）
方  各中央公民館に備え付けの申込

用紙に必要事項を記入し、参加
費とともに下記まで。

問  申  信楽中央公民館�  
☎８２−８０７５／ ８２−２４６３

第36回かえで文化祭
時  10月29日（土）・30日（日）9時

30分～15時
所  かえで会館（甲南町）
内  発表（甲南北保育園園児、かえで

学級、会館教室生等）・展示（会館
教室生、かえで学級、区民等の作
品）・模擬店・キッズコーナー・竹
細工コーナー

※発表は30日13時～15時
※模擬店は30日11時～完売まで

時間は変更になる場合があります。
問  申  かえで会館�  
☎８６−４３６３／ ８６−４９５８

滋賀県立三雲養護学校�
学習発表会
時  １１月１日（火）・２日（水）・３日（木）・

４日（金）１０時～（４日間開催）
所  三雲養護学校　体育館�  
（湖南市柑子袋１５４６番地）

源を記入し、下記あてに郵送くだ
さい。（託児あり。要事前申込）

〆  11月1日（火）必着
問  申  青少年自然活動支援センター
（社会教育課内）〒520−3393
甲南町野田810番地�  
☎86−8022／ 86−8380

お知らせ
家賃を最大２万円補助
対  民間の賃貸住宅入居者で市営

住宅入居基準等を満たす方
受  １０月３日(月)～１７日(月)
　募集案内や申込書は、１０月３日
から住宅建築課で配付します。
　詳細は、市ホームページをご覧
ください。
定  ７件（応募者多数の場合は抽選）
問  住宅建築課　公営住宅係�  
☎６５−０６０９／ ６３−４６０１

コンビニの証明書交付サービス停止
　庁舎電気設備定期点検のため、
下記の日程ですべてのコンビニの
証明書交付サービスを停止します。
時  １０月２９日（土）２０時～２３時
問  市民課　☎６２−４２７２／ ６５−６３３８

B型肝炎ワクチン予防接種を開始
対  平成28年4月1日以降に生まれ

た1歳未満のお子さん
所  市の実施する乳幼児予防接種実

施医療機関　
￥ 無料
※今年度中は、対象となるお子さ

んに個別通知をします。
問  申  健康推進課　母子保健係�  
☎６５−０７３６／ ６３−４５９１

内  ステージ発表、作品展示
問  三雲養護学校�  
☎７２−４０１１／ ７２−５５４７

愛情手作りパン教室
時  全３回　１１月２日（水）・９日（水）・

１５日（火）９時３０分～１２時３０分
所  かえで会館
定  １２人
対  市内在住または在勤の１８歳以

上の方
￥ ３,６００円（３回分まとめて）
方  各中央公民館にあるチラシの受

講申込書に記入の上、下記まで
※３回連続受講できる方
〆  １０月１５日（土）～１０月２６日（水）まで
問  申  甲南公民館（忍の里プララ）
（月曜休館）�  
☎８６−３０３６／ＦＡＸ８６−８１１９

ニンニン忍者おやこデイキャンプ
～家族みんなで秋を満喫しよう～
時  （１回目）11月19日（土）�  
（２回目）11月20日（日）�  
各回とも10時～16時（受付9時
30分）

所  水口スポーツの森西キャンプ場
内  野外調理や自然遊びなど
対  市内在住の未就学児とその家族

15組程度（各日5組以下の場合
は中止）

￥ 高校生以上800円、小中学生
500円、未就学児200円（保険
代・材料代等）

方  往復はがきに、事業名・希望日（第
二希望まで）・参加者全員の住所・
氏名・性別・年齢（学年）・電話番号・
アレルギーのある方はアレルギー

あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

　個人で事業や不動産貸付等を行う方は記帳と帳簿書類の保存が必要で
す。所得税および復興特別所得税の申告が必要ない方も対象になります。

記帳説明会
開催月日 時間 場所 講師

１０月２７日（木）
１０：００～１２：００（全２回）

水口納税協会（税務署の隣り）
税理士

１０月２８日（金） 湖南市商工会（サンライフ甲西）

決算説明会
開催月日 時間 場所 講師

１２月２日（金） １０：００～１２：００（全１回） 水口納税協会（税務署の隣り） 税理士

どなたでも参加できます。ぜひお越しください。

 ～わたし目線のまち発見～
　女性ならではの目線で、甲賀のまちを見つめ直しませんか？地域のた
めに何かを始めてみたいけれど、どうすればよいかわからない。ひとり
では不安という方、楽しくおしゃべりしながら、仲間づくりからまちづく
りの一歩を踏み出してみませんか？おひとりでもお友達とでもお気軽に
ご参加ください。
日程／【第１回】１０月２９日（土）（５回開催）
時間／１３時３０分～１６時　　　場所／マルシェ５０１（水口町新城５０１）
対象／市内在住、在学、在勤の女性の方　　　定員／先着２０人
※�５回全て受講することが望ましいですが、都合により参加できない場

合も受講可能。
※�内容等は、受講者とともに計画する予定。
費用／�初回　５００円（お茶菓子代）　※飲食を伴う内容となる場合は、実

費５００円～１５００円程度のご負担をいただきます。
申込締切／１０月１７日（月）
申込方法／所定の用紙にてお近くの地域市民センターへお申し込みい
ただくか、電話にて地域コミュニティ推進室までお申し込みください。
※詳しくは市ホームページをご覧ください
　（http://www.city.koka.lg.jp/machijuku）

水口税務署　個人課税部門
☎６２-０３１４（代表）　※自動音声によるご案内

問い合わせ

水口税務署からのお知らせ

―地域人材活性化事業―
私もできる　まちづくりＪＵＫＵ
『女性のためのビギナーズカフェ』

地域コミュニティ推進室　☎ 65-0687／ 63-4554
問い合わせ

全５回
連続講座

トラブルを未然に防ぐためにも
早めの相続登記をお勧めします

滋賀県司法書士会

県下各地で
無料相談会を開催中！
お問合せは
☎０７７（５２７）５５４５ まで

（大津会場，草津会場）
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情報のまど
information 時 日時 所 場所 内 内容 定 定員 対 対象 持 持ち物 ￥ 料金 講 講師 申 申込先 方 申込方法 受 申込受付日時等 回 参加回数 〆 申込締切 問 問い合せ先 他その他

催　　し
優秀映画鑑賞会
　今年は、木下恵介監督の作品を
上映します。
時  ／内 �  

１０月２２日（土）９時３０分～「喜
びも悲しみも幾歳月」／１３時～

「二十四の瞳」／１６時～「野菊
の如き君なりき」�  
１０月２３日（日）１０時～「二十四
の瞳」／１３時３０分～「野菊の如
き君なりき」／１５時３０分～「カル
メン故郷に帰る」

所  碧水ホール
￥ １回券５００円、１回券２枚セット

８００円�  
１回券１枚にて１作品有効、各回
入替制、全席自由

問  碧水ホール（月曜休館）�  
☎６３−２００６／ ６３−０７５２

ハロウィンパーティー
　外国人ゲストと一緒にゲームや
仮装コンテストをします。
時  １０月２３日（日）１５時～１７時（２０

分前から受付開始）
所  忍の里プララ
対  小学生（保護者の付添いがあれ

ば幼児も可）
￥ 協会会員３００円、非会員５００円
持  仮装と靴を入れるビニール袋
定  先着１３０人
〆  １０月１１日（火）
※参加には、事前申込必要　
問  申  甲賀市国際交流協会�  
☎６３−８７２８

催　　し
東京国立博物館　特別展
「平安の秘仏」―櫟野寺の大観音と
みほとけたち―開催
　櫟野寺の重要文化財の仏像たち
２０体が初めて東京国立博物館で特
別展示されます。
時  ９月１３日（火）～１２月１１日（日）
所  東京国立博物館（東京都台東区

上野公園）
￥ 一般１０００円、大学生７００円、高

校生４００円
問  東京国立博物館�  
☎０３−５７７７−８６００

夜
よ

空
ぞ ら

旅
た び

人
と

（天体観望会）� �
「昼間の星をみてみよう！」
時  １０月８日（土）１０時～１１時３０分
所  かふか生涯学習館
内  太陽、水星、レグルスなどの観望

方  電話にて申込先まで
定  先着２０人　〆  １０月７日（金）
※天候不良の場合は別プログラム

で開催します。荒天や申込者少
数の場合は中止します。

※今回は昼間の天体観望会です。
夜間は開催しませんのでご注意
ください。

問  申  かふか生涯学習館�  
☎８８−４１００／ ８８−５０５５

甲賀・湖南ひきこもり支援『奏
−かなで−』家族向け学習会
　ひきこもりの背景を理解しなが
ら、ご家族にとって解決に向けたヒ
ントを学ぶ機会です。
時  １０月１４日（金）１４時～１６時
所  湖南市立中央まちづくりセンター
（湖南市中央一丁目一番地）
対  ひきこもりがちな方のご家族等
※申込不要

問  申  社会福祉法人さわらび福祉会 
甲賀・湖南ひきこもり支援『奏−か
なで−』　湖南市若竹町１４−２０�  
☎７５−０２４２／ ７５−２７２３

第２５回サニーサイド文化祭
時  １０月１５日（土）１０時１５分～１５時
所  サニーサイド（水口町宇川２０３３）
内  大正琴演奏・ソーラン節演舞・模

擬店・自主製品販売・お楽しみ抽
選会・施設活動紹介

他  当日のボランティアも募集。
問  サニーサイド（相澤・西尾）�  
☎６３−０３２８／ ６３−０４２６

第５２回信楽中央病院健康塾
時  １０月１９日（水）１４時～１６時
所  信楽保健センター　１階
内  講座「介護②」毎日の介護にワン

ポイントアドバイス
定  約２０人　〆  １０月１２日（水）
￥ 無料　方  電話・ＦＡＸ・直接申込
講  病院スタッフ　他
問  申  信楽中央病院�  
☎８２‐０２４９／ ８２‐３０６０

ふれあい親子陶芸教室
　自分だけのオリジナル陶器を
作ってみませんか？
時  １０月２２日(土)１０時～１２時
所  甲南ふれあいの館
定  先着２５人
受  大人・中学生５００円、小学生以下

４００円(材料費を含む)
問  申  甲南ふれあいの館(月火休館・
１０時～１７時)�  
☎・ ８６−７５５１ 

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

問  水口スポーツの森　☎・ 62‐7529

甲賀市民スタジアム　10月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

8・9・10 土・日
月（祝） 9:00～17:00 東日本大震災復興支援事業　第４回甲賀湖南学童軟式野球大

会　梨田昌孝杯争奪戦【小学生】
14 金 8:30～17:00 秋季総合体育大会・ブロック大会【中学生・軟式野球】

22・23 土・日 8:30～17:00 第８回少年春季軟式野球県予選【中学生】
29 土 8:30～17:00 秋季中央合同大会【中学生・軟式野球】
30 日 8:30～16:30 甲賀市民球技大会　２部　決勝【成人・軟式野球】

多目的グラウンド　10月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
8 土 9:00～17:00 関西サンライズリーグ（中学生・サッカー）
9 日 9:00～17:00 高円宮杯U-15滋賀県大会【中学生・サッカー】
10 月（祝） 9:00～17:00 高円宮杯U-18滋賀県リーグ【高校生・サッカー】
14 金 8:30～16:00 第４ブロック中体連秋季総合体育大会

22・27・30 土・木・日 8:30～17:00 秋季高校総体サッカー競技

年間予約に供しない一般利用者のための確保日（1月分）のお知らせ 1月分利用申し込み締切日
野球場（市民スタジアム） 多目的グラウンド 甲賀市陸上競技場 締切日 １０月２５日（火）
１月7日(土)・１5日(日) １月7日(土)・２2日(日) １月２2日(日) 抽選日 １１月１日（火）

水口スポーツの森へ行こう　10月の催し

みなくち子どもの森 催し案内

◦�しぜんさんぽ(自然散歩)
　日時／１０月3０日（日）14時〜15時
　場所／みなくち子どもの森

　対象／幼児から大人まで
　参加費／無料
　申込／事前申込不要

１０月のイベント

問  みなくち子どもの森自然館　☎ 63-6712 ／ 63-0466

陸上競技場　10月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
1 土 8:30～16:00 ブロック記録会【中学生・陸上競技】
5 水 8:30～16:50 第12回甲賀市小学生陸上記録会

30 日 9:00～17:00
JFLリーグ戦　Mi-Oびわこ滋賀  VS  流経大ドラゴンズ龍ヶ崎
入場料　一般　１，０００円　小・中・高校生　５００円
キックオフ　　１５：００

※9月２８日～10月23日まで冬芝養生期間につきサッカー等使用禁止

不動産に関するさまざまな疑問に専門家がお答えします。

会場：草津市立まちづくりセンター（JR 草津駅西口すぐ）
平成28年度土地月間県民フォーラム

◆不動産鑑定士、土地家屋調査士、司法書士、弁護士、税理士による相談会
10:00~16:00（最終受付 15:30）　                    ※一組30分／事前予約制

◆講演会　　　13:00~14:00
「地震災害と身近な防災対策

～正しく知って、正しく備える～」

◆パネルトーク　　  14:10~15:40
「知っておきたい暮らしの中の不動産」

主催　滋賀県／滋賀県土地家屋調査士会／公益社団法人滋賀県不動産鑑定士協会

お問い合わせ・ご予約は
滋賀県不動産鑑定士協会
℡077-526-1172
(平日・9:30~16:30)

入場
無料
入場
無料

入場
無料
入場
無料

入場無料入場無料

10月10日
（月・祝）

　さまざまな力作の展示や芸能発表など、日頃の活動の成果が各地域で
発表されます。皆さんお誘い合わせの上、ぜひご覧ください。

名称 開催日 会場 内容
水口町文化協会
2016年度文化祭

10月15日（土） あいこうか市民ホール 芸能発表
10月14日（金）、15日（土） あいこうか市民ホール　展示室 作品展示

第13回あいの
土山文化祭

11月13日（日） あいの土山文化ホール 芸能発表
11月12日（土）、13日（日） 森林文化ホール 作品展示

第61回
甲賀町文化祭

11月6日（日） 甲賀農村環境改善センター 芸能発表
11月5日（土）、6日（日） 甲賀中央公園体育館 作品展示

第50回
甲南文化祭

11月13日（日） 忍の里プララ 芸能発表
11月10日（木）～13日（日） 作品展示

第47回
信楽芸術祭

11月6日（日） 陶芸の森 産業展示館 信楽ホール 芸能発表
11月4日（金）～6日（日） 信楽体育館 作品展示

甲賀市文化協会連合会（事務局：文化スポーツ振興課文化振興係　あい
こうか市民ホール内　月曜休館）　☎６２‐２６２６／ ６２‐２６２５

問い合わせ

文化協会文化祭のご案内

第６回　サロンコンサート
時  １０月２３日（日）１４時開演
所  あいこうか市民ホール展示室
内  出演／フルート：小

こ

山
やま

陽
よう

子
こ

　ピアノ：
西
にしむら

村光
みつ

世
よ

　バイオリン：松
まつもと

本七
なな

重
え

※入場無料
問  あいこうか市民ホール�  
☎62−2626／ 62−2625
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近
年
世
間
で
は
盆
栽
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い

ま
す
。
盆
栽
に
手
を
か
け
る
こ
と
で
充
実
感

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
精
神
的
な
癒
し
に
つ
な

が
る
そ
う
で
す
。

　

植
木
鉢
の
始
ま
り
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
零
落
し
た
武
士
が
旅
の
僧
を
も
て

な
す
た
め
に
、秘
蔵
の
鉢
植
え
を
薪
に
す
る
能

「
鉢
の
木
」
や
、
中
国
の
寧ニ

ン
ポ
ウ波
か
ら
博
多
に

向
かっ
た
貿
易
船
で
あ
る
新
安
沈
没
船
か
ら
、

中
国
製
の
植
木
鉢
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
は
鉢
植
え
を
鑑
賞
す
る

こ
と
が
普
及
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
園
芸
が
文
化
の
域

に
ま
で
発
展
し
、
多
く
の
植
木
鉢
が
消
費
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
小
物
生
産
が
活
発

に
な
っ
て
い
た
信
楽
で
も
、
碗
皿
類
や
神
仏

具
な
ど
に
加
え
て
植
木
鉢
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
時
代
か
ら
大
正
時
代
に
か

け
て
、
信
楽
で
は
や
は
り
江
戸
時
代
か
ら
普
及

し
た
火
鉢
に
加
え
て
、
季
節
に
左
右
さ
れ
な
い

植
木
鉢
の
生
産
に
力
が
注
が
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
戦
後
も
し
ば
ら
く
は
火
鉢
景
気
で
信

楽
は
活
況
を
呈
し
ま
し
た
が
、
昭
和
20
年
代

後
半
か
ら
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
普
及
す
る
と
、
折

り
か
ら
の
観
葉
植
物
の
普
及
も
あ
り
、
火
鉢
に

代
わって
植
木
鉢
の
売
れ
行
き
が
伸
び
、
信
楽

焼
の
主
力
製
品
の
一
つ
と
な
って
い
き
ま
し
た
。

　

多
種
多
様
な
植
木
鉢
の
中
か
ら
セレク
ト
で

き
る
の
は
信
楽
焼
の
強
み
で
す
。
現
在
開
催

中
の
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
で
も
多
数
の
植

木
鉢
が
会
場
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
お
気
に
入
り
の
植

木
鉢
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲窯出し
絵はがき「しがらき」（信楽町観光協会発行）より

▲乾燥

「広報あいこうか」が
ホームページでもご覧いただけます

甲賀市ホームページ		 http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook ページ	 http://www.facebook.com/city.koka

Facebook市HP

編集・発行 甲賀市役所　〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地　☎0748-65-0650／ 0748-63-4554
業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

甲
賀
消
防
か
ら
の

お
し
ら
せ

火災 救急 救助 その他
甲賀市 43 2,306 47 153
前年比 ＋3 ▲75 ＋3 ＋42

平成28年甲賀消防管内における各種災害の発生件数� （8月末現在）

『
外
出
先
で
の
地
震
の
対
処
法
に
つ
い
て
』

　
地
震
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
た
め
、
外
出
先
で
被
災
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
慌
て
ず
適

切
に
行
動
し
、
身
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
対
処
法
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

～
住
宅
地
に
い
る
と
き
～

　
路
地
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀
、ま
た
、

自
動
販
売
機
な
ど
は
、
強
い
揺
れ
で
倒
れ
る

危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
そ
ば
か

ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

～
オ
フ
ィ
ス
や
繁
華
街
に
い
る
と
き
～

　

ビ
ル
の
外
壁
や
屋
外
看
板
な
ど
が
剥
が

れ
落
ち
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
鞄
な
ど

で
頭
を
保
護
し
、
で
き
る
だ
け
建
物
か
ら
離

れ
ま
し
ょ
う
。

～
海
岸
や
川
べ
り
に
い
る
と
き
～

　

津
波
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
避
難
の
指

示
や
勧
告
を
待
つ
こ
と
な
く
、
直
ち
に
高
台

や
避
難
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

～
山
や
丘
陵
地
に
い
る
と
き
～

　
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
が
起
こ
り
や
す
い
の

で
、
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

～
自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
と
き
～

　
慌
て
て
急
ハ
ン
ド
ル
や
急
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
ず
緩
や
か
に
速
度
を
落
と
し
、
ハ
ザ
ー
ド

ラ
ン
プ
を
点
灯
し
て
周
り
の
車
に
注
意
を
促

し
、
道
路
の
左
側
に
停
止
し
ま
し
ょ
う
。

信
楽
焼
の
植
木
鉢

  

甲
賀
の
文
化
財

歴
史
文
化
財
課

☎
８
６‐８
０
２
６
／

８
６‐８
２
１
６

問
い
合
わ
せ

甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部　
予
防
課

☎
６
３‐７
９
３
０
／

６
３‐７
９
４
０

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.koka-koiki.jp

問
い
合
わ
せ

第８巻の内容

　人権の学びの中で、とりわけ大切にしたいものとして
「自尊感情の育ち」があります。
　心理学者の近

こんどう

藤卓
たく

さんは、「あるがままの自分自身を
受け入れ、自分をかけがえのない存在として丸ごとその
まま認める感情である『基本的自尊感情』こそが、自
尊感情の基礎を支える大切な感情である。」とされてい
ます。
　詩「わたしはここにいます」のように、人は時として落
ち込んだり悩んだりすることがあります。
　でも、私はここにいて生きています。すべての自分を
受けいれることはとても大切です。
　子どもだけでなく、大人も含めて基本的自尊感情を高
めることは、自他の大切さを認めることができ、思いや
りの心を育てることにつながります。

人権推進課　人権教育室　☎７０‐００２２／ ７０‐３０１６
担当

もっとゆたかに　〜自
じ

尊
そ ん

感
か ん

情
じょう

の育
はぐく

み〜

　
わ
た
し
は
こ
こ
に
い
ま
す　

う
ま
く
や
れ
な
い
こ
と
、
も
う
い
い
や
っ
て
思
う
こ
と

た
た
か
う
な
ん
て
ム
リ
・
・
・
と
感
じ
る
こ
と

と
き
に
は
辛
す
ぎ
て　

お
ち
こ
ん
で
し
ま
う

で
も
だ
か
ら
っ
て
「
自
分
以
下
」
を

さ
が
し
て
安
心
し
よ
う
な
ん
て

そ
う
い
う
生
き
方
は
イ
ヤ
だ

生
ま
れ
て
き
た
よ　

こ
こ
に
い
る
よ

生
き
て
き
た
よ　

こ
れ
か
ら
も
生
き
て
い
く
よ

そ
う
い
う
自
分
の
力
を　

信
じ
た
い

2016甲賀市人権啓発教材集より
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甲賀市の人口の推移

総数 91,895 （+22）人

男 45,704 （23）人

女 46,191 （−1）人

世帯数 34,539 （+54）世帯

H28.8.31 現在　（ ）内は前月比

１０月の延長窓口は
4日、11日、18日、25日です。
　毎週火曜日は市民課および旧支所である土山、甲賀大原、
甲南第一、信楽地域市民センターで、戸籍・住民票・税関
係などの証明書発行等を夜の７時まで延長しています。

※�ただし、延長窓口ではお受けできない業務があります
ので、対応できる内容については下記までお問い合わ
せください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係
	   ☎ 65‐0683 65‐6338

自
然

保
護

の
た

め
、

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
お

よ
び

石
油

系
成

分
の

少
な

い
植

物
油

性
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

広
報
 あ
い
こ
う
か

10
月1日

号
 【
N
o.271】 2016.10.1 発

行

問い合わせ　広報課　☎65‐0675／ 63‐4619

こ
う
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校

の
児
童
や
生
徒
が
作
成
し
た
作
品
を
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

このコーナーでは、
セーフコミュニティに取り組む
市内の団体・企業を紹介していきます。

セーフ
コミュニティこうか

宇宙の町たんけん
甲南第一小学校４年　丸

まるも と

本英
は な

奈さん

修学旅行 思い出三場面
伴谷小学校６年　田

た

中
なか

竣
しゅん

也
や

さん

木彫　筆箱
土山中学校３年　松

まつも と

本沙
さ き

樹さん

■
大
切
な
こ
と
だ
か
ら�

�

　

 

様
々
な
業
種
で
受
講
を

　
組
合
の
総
会
前
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養

成
講
座
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
全
員

の
参
加
が
あ
り
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。
仕
事
柄
様
々
な
お
客
様
と
接
す

る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
う
つ
な

ど
心
の
病
を
抱
え
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の

役
割
が
大
切
だ
と
わ
か
り
ま
す
。
限
ら
れ

た
時
間
で
の
講
座
で
す
が
、
ス
ト
レ
ス
は

な
ぜ
た
ま
る
の
か
、
な
ぜ
う
つ
に
な
る
の

か
、
な
ぜ
死
に
た
く
な
る
の
か
、
心
の
病

に
な
ら
な
い
た
め
の
対
策
も
含
め
て
様
々

な
業
種
の
方
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
心
得
が
普
及
さ
れ
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
心
身
と
も
に
癒
や
さ
れ
る
場
所
に

　
美
容
室
は
、
仕
事
や
育
児
、
家
事
か
ら

も
解
放
さ
れ
、
お
客
様
が
唯
一
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
場
所
で
す
。
髪
を
切
る
以
外
に

も
眠
り
に
来
る
方
、雑
誌
を
見
に
来
る
方
、

体
の
疲
れ
を
と
り
に
来
る
方
と
お
客
様
が

求
め
て
い
る
も
の
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
れ

ば
、
お
客
様
も
喋
り
や
す
く
な
り
、
悩
み

な
ど
を
話
す
こ
と
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
も
さ
れ

ま
す
。
今
後
も
美
容
室
が
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
役
割
も
兼
ね
備
え
た
心
身
と
も
に

癒
や
さ
れ
る
場
所
と
し
て
お
客
様
に
提
供

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　セーフコミュニティ自殺対策委員会で実施し
ている、自殺を未然に防ぐゲートキーパー養成
講座に市内の美容師２４人が参加しました。

No.13

滋賀県美容業生活衛生
同業組合　甲賀支部

お話を伺った中島さん
ゲートキーパー養成講座の様子


